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研究成果の概要（和文）：本研究は、日英同盟がなぜ、どのようにして廃棄に至ったのかを、一次史料に基づいて解明
することを目的としたものである。本研究では、日本が第一次世界大戦に積極的に参戦し、中国に対華二十一ヵ条要求
を提出する過程で、イギリスの対日不信感が増大したという事実を重視し、この間の日英関係の分析に主力を注いだ。
分析にあたっては、国際的要因、世論要因、経済要因という三点を重視した。本研究の意義は、第一次世界大戦期の日
本の積極的勢力拡張政策が、戦前期日本外交の基軸であった日英同盟を崩壊させ、日本を国際的に孤立させる要因とし
て極めて重要な意味を持っていたことを明らかにしたことにある。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to reveal why and how the Anglo-Japanese Alliance 
declined. This study mainly focused on the analysis of how distrust of the British towards the Japanese 
increased from Japan's entry into the First World War to her present of the Twenty-One Demands towards 
China. I examined not only diplomacy but also the factors of public opinion and economy which affected 
the Anglo-Japanese relations. This study revealed that Japan's pursuit of enlargement of her interests 
since the outbreak of the war caused the decline, and finally the collapse, of the Anglo-Japanese 
Alliance and the isolation of Japan in international politics.
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１．研究開始当初の背景 
（１）日英同盟は、日本外交史における古典
的テーマの一つである。これまでで最も優れ
た研究は、イギリスのイアン・ニッシュ氏に
よるもので、同氏は日英両国を中心とする一
次史料を渉猟し、同盟の成立から廃棄に至る
過程を通史的に明らかにしている。また、
1910 年代の日英同盟の衰退過程に関しては、
イギリスではピーター・ロウ氏、日本では臼
井勝美氏、細谷千博氏らが、優れた古典的研
究を残している。 
 
（２）近年においても、日英同盟研究は進展
している。日英同盟の締結については、日露
戦争研究の一環として、伊藤之雄氏、千葉功
氏、佐藤守男氏、平野龍二氏らによって分析
が深められた。また、1910 年代の日米関係、
日中関係と日英同盟の関わりについては、ウ
ッドハウス・エイコ氏、高原秀介氏などによ
って、解明が進められてきた。しかし、史料
状況が大きく改善されているにもかかわら
ず、新しい史料を系統的に用いた日英同盟の
研究は、それほど多いわけではない。その中
でも研究が不足している同盟の衰退過程に
ついて、一次史料に基づいた実証的・体系的
な分析を進めようというのが、本研究を構想
したきっかけである。 
 
２．研究の目的 
（１）研究代表者は、近年、日英同盟の成立
から動揺に至る過程を順次検討してきた。こ
れまで既に、日英同盟の成立過程における加
藤高明の役割、韓国併合とイギリスの関わり
などについて分析を行っており、本研究では
これらの成果の上に立ち、日英同盟廃棄の要
因やその過程について、特に第一次世界大戦
期に焦点を当てながら、解明を進めた。 
 
（２）具体的には、①日英および中国、アメ
リカ、オーストラリアなどの外交を分析し、
同盟廃棄に至った国際的要因を考察すると
共に、②日英両国のジャーナリズムにおける
相互認識の変化を中心として、世論要因を検
討した。さらに、③日英間における経済要因
が外交に与えた影響についても分析し、戦前
期日本外交の基軸であった日英同盟が崩壊
し、日本が国際的に孤立していった要因につ
いて新たな視点・解釈を提示することを目指
した。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究では、日本、イギリスの一次史
料を幅広く収集し、二国間の外交交渉過程を
微細に分析することを基本方針とした。とり
わけイギリスでは、国立公文書館、大英図書
館、オックスフォード大学ボードリアン図書
館、ケンブリッジ大学図書館などにおいて、
関連史料の悉皆調査を実施した。また、オー
ストラリアの公文書館（キャンベラ）、米国
のハーバード大学ワイドナー図書館、台湾の

中央研究院においても史料調査を行った。 
 
（２）さらに本研究では、狭義の外交史では
あまり使用されてこなかった新聞社の文書、
ジャーナリストの個人文書を駆使すること
によって、世論要因や経済要因を外交史的分
析に組み込み、多面的な分析を行うことを試
みた。具体的に言えば、イギリスのタイムズ
文書館、オーストラリアのミッチェル図書館、
朝日新聞社などが所蔵する一次史料を活用
した。 
 
４．研究成果 
（１）当初は日英同盟の衰退過程全般につい
て分析を進める予定であったが、第一次世界
大戦期の史料が予想以上に膨大に残されて
いることが判明し、それらを分析した結果、
第一次世界大戦がこれまで言われてきた以
上に日英同盟を大きく動揺させたことが分
かってきたため、本研究の外交史的分析は、
第一次世界大戦期にほぼ集中することとし
た。 
 
（２）主な研究成果としては、第一に、日英
同盟を名目として日本が第一次世界大戦に
参戦した過程を明らかにしたことが挙げら
れる。この成果は、論文「参戦外交再考」、
単著『「八月の砲声」を聞いた日本人－第一
次世界大戦と植村尚清「ドイツ幽閉記」』な
どとして公刊した。 
 
（３）第二に、日本が 1915 年に中国に提出
した対華二十一ヵ条要求が日英同盟を大き
く動揺させたことを解明したことが挙げら
れる。この成果は、研究期間中に多くの学術
論文の形で発表し、それらを単著『対華二十
一ヵ条要求とは何だったのか－第一次世界
大戦と日中対立の原点』として公刊した。 
 
（４）第三に、日英同盟研究に不可欠な重要
史料を史料集として公刊したことが挙げら
れる。研究代表者による詳細な解題を付して
出版した加藤高明『滞英偶感』、『新日本』（復
刻版）がそれに当たる。これらは、今後日英
同盟研究を進めるにあたって必須の史料と
して活用されるものと見込まれる。 
 
（５）第四に、各種学会で研究報告や講演を
行ったことが挙げられる。研究期間中に第一
次世界大戦開戦 100 年（2014 年）を迎えたた
め、海外では第一次世界大戦関連の学会やシ
ンポジウムが多数開催された。しかし、従来
欧米と日本の第一次世界大戦研究の接点は
稀薄であった。そこで研究代表者は、両者の
相互理解を深めるべく、海外の学会で積極的
に成果報告を行うことに努め、ドイツ、スロ
ヴェニア、台湾で研究報告を実施した。今後
は、これらの機会に得られたフィードバック
を学術論文や著書に反映させていくことに
努めるとともに、ここで構築した学術的ネッ



トワークを活かして、さらに研究を発展させ
ていきたい。 
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